
 

 

日時：令和元年 11 月 19 日（火）10：00 ～ 

場所：時間学研究所 所長室 

   （吉田キャンパス総合研究棟 106） 

 第 16 回 

お問合せ先 

時間学研究所事務室  TEL：083-933-5848 MAIL：sh076@yamaguchi-u.ac.jp 

 

 
 

ヒトの時間、社会の

時間、機械の時間、

心の時間・・・ 

先生、職員、学生、 

学外の方、 

どなたでも参加OK 

この世の、あらゆるこ

とがらは時間と関係し

ています。 

どこにどれだけ｢多

様な時間の姿｣があ

るのか？ 

気ままに、話の赴く

ままに、お茶を飲み

ながらお喋りしてみ

ませんか？ 

色んな分野の人と

の交流から新しい

発見があるかもし

れません♪ 

研究の話でも、思いつ

きでも、突拍子のない

考えでも、便乗発言大

歓迎！ 

とは。。。 

話題提供者 

竹中 幸史 先生（人文学部 歴史学講座・教授） 

【ヨーロッパにおける『時間厳守』のモラル 

―時計・鉄道・工場】 
 

現代に生きる我々にとって時間を守ることは当然の道徳で、これにルーズな人

は白眼視されがちです。私など、いつも怒られてばかりです。しかし、我々は

この道徳をいつ受け入れたのでしょうか。時計が発明されたとしても、人びと

が時間を守らなくてはいけないと思うのは、また別の話です。“5分前集合”

する人から遅刻常習犯まで、みなで一度考えてみませんか。「何で時間守るよう

になったんだろ？」 


